
ChatBot-edu の設定方法 

 

１．Firebase の登録 

①下記の URL をクリックして Firebase にアクセス 

https://firebase.google.com/?hl=ja 

 

②「Go to console」をクリック 

 

③「プロジェクトを追加」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

④プロジェクト名（「例：chatbot-setup」）を入力して「続行」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://firebase.google.com/?hl=ja


⑤「Google アナリティクス」を無効にするにして「プロジェクトを作成」をクリック 

 

⑥ ④で入力をしたプロジェクト名のプロジェクトが表示されますので、「構築」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「Firestore Database」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「データベースの作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑨ロケーションを「asia-northeast1(Tokyo)または(Osaka)」を選択して「次へ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩「本番モードで開始する」をチェックし「作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

⑪「コレクションを開始」をクリック 

 

 

 

 

 

⑫コレクション ID に「school-data」を入力して「次へ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

入力なし 

どちらでもよい 



⑬下記のように設定を行い、「保存」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭「コレクションを開始」をクリック 

 

 

 

 

 

⑮コレクション ID に「publish-data」を入力して「次へ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

⑯ドキュメント ID は「自動 ID」として下記のように設定を行い「保存」をクリック 

 

 

 

 

 

 

管理者及び使用生徒のドメイン 

（例：gmail.com） 
フィールドを「authenticated」 

タイプを「array」とする 

タイプを「string」 

値を管理者の「ユーザー名」とする 

（例：「iizuna」←iizuna@gmail.com） フィールドを「deployed」 

タイプを「map」とする 

フィールドを「pass」 

タイプを「map」とする 

フィールドを「「test01」 

タイプを「string」 

値を「test02」とする 

フィールドを「「test03」 

タイプを「string」 

値を「test04」とする 

フィールドを「「test05」 

タイプを「string」 

値を「test06」とする 



⑰「ルール」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱「false」を「true」に変更し、「公開」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．GoogleCloud の登録 

①下記の URL をクリックして Firebase にアクセス 

https://console.cloud.google.com/welcome 

 

②プロジェクト名を選択（例：chatbot-setup） 

 

③「ナビゲーションウィンドウ」→「API とサービス」→「有効な API とサービス」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「＋API とサービスを有効にする」をクリック 

 

 

 

⑤「Google Drive API」をクリック 

 

 

 

 

 

⑥「有効にする」をクリック 

 

 

 

 

https://console.cloud.google.com/welcome


＊「Google Docs API」、「Google Forms API」、「Google Sheets API」、「Apps Script API」も同様に有 

効にする 

 

⑦「ナビゲーションウィンドウ」→「IAM と管理」→「サービスアカウント」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧「＋サービスアカウントを作成」をクリック 

 

 

⑨サービスアカウント名を入力（例：firebase-connector）して「作成して続行」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩「ロールを選択」→「Cloud Datastore」で検索し→「Cloud Datastore オーナー」→「続行」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ 



⑪「完了」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫「詳細を管理」をクリック 

⑬「キー」をクリック 

 

 

 

⑭「鍵を追加」→「新しい鍵を作成」をクリック 

 

 

 

 

 

⑮キーのタイプを「JSON」に選択し「作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊保存された JSONファイルは非常に重要 



⑯「ナビゲーションウィンドウ」→「API とサービス」→「OAuth 同意画面」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰「External」を宣して「作成」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑱アプリ名（例：チャットボットアプリシート）とユーザーサポートメールを入力する 

 ユーザーサポートメールは Firebase でログインをしているアカウントとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑲デベロッパーの連絡先情報に連絡のつくアドレスを入力して「保存して次へ」をクリック 

 

 

 

 



⑳「保存して次へ」をクリック  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉑「+ADD USERS」を選択して Firebase のアカウントを入力、「追加」をクリック 

 

 

㉒「保存して次へ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ZIP ファイルの解凍 

①下記の URL より ZIP ファイルをダウンロード 

https://drive.google.com/file/d/1HEYhZcmmuS1MoeWbZ7GBNmpMX88Ho6k8/view 

 

②ダウンロードした ZIP ファイルをデスクトップに解凍する 

 

４．FirebaseCLI のダウンロード及びデプロイ 

①下記の URL より Firebase CLI をインストール 

https://firebase.google.com/docs/cli?hl=ja#windows-standalone-binary 

 

 

 

 

 

 

 

②?「Allow「Firebase「to「collect「CLI「and「Emulator「Suite「usage「and「error「reporting「

information?「という問いに対して Enter キーを押す 

 

③「firebase「login」を入力して Enter キーを押す 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1HEYhZcmmuS1MoeWbZ7GBNmpMX88Ho6k8/view
https://firebase.google.com/docs/cli?hl=ja#windows-standalone-binary


 

④解凍した ZIP ファイル（chatbot-education）を開き、アドレスバーの情報をコピー 

 

 

 

 

 

⑤Firebase「CLI に戻って 

「cd「コピーした情報をペースト」を入力して Enter キーを押す 

（例：cd「C:\Users\Administrator\Desktop\chatbot-education） 

 

④「firebase「init」を入力して Enter キーを押す 

 

⑤?「Are「you「ready「to「proceed?「(Y/n)「という問いに対して Enter キーを押す 

 

⑥Hosting:「Configure「files「for「Firebase「Hosting「and「(optionally)「set「up「GitHub「Action「

deploys に移行し、スペースキーを押すと「＊」が付く、その状態で Enter キーを押す 

 

⑦Use「an「existing「project を選択し、

Enter キーを押す 

 

 

 

 

⑧Firebase で立ち上げたプロジェクトを選択し、Enter キーを押す 

 

 

⑨?「What「do「you「want「to「use「as「your「public「directory?「(public)という問いに対して Enter キ

ーを押す 

 

⑩?「Configure「as「a「single-page「app「(rewrite「all「urls「to「/index.html)?「(y/N)という問いに

対して Enter キーを押す 

 



⑪?「Set「up「automatic「builds「and「deploys「with「GitHub?「(y/N)という問いに対して Enter キーを

押す 

 

⑫chatbot-education フォルダに移行し、その中の chatbot-education フォルダの中身をすべてコ

ピー 

 

 

 

 

 

 

 

⑬public フォルダの中で貼り付けを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭public\scripts\blockly の中の「BlocklyScenarioBuilder.js」を開く 

 

 

 

 

 

 

 



⑮GeminiAPI をペーストして上書き保存 ＊GeminiAPI 取得方法 P２８～ 

 

 

⑯Firebase「CLI に戻り、「firebase「deploy」を入力して Enter キーを押す 

 

⑰下図が完了画面 Hosting「URL はメモしておく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

API キーをペースト 

＊モデル変更可能 



４．ChatbotDBManager の設定 

①下記の URL をクリックして ChatbotDBManager にアクセス 

https://script.google.com/home/projects/1Gb5-LG_fRUdW1jFKQJde8F01nzBJLPOBTITeDR7GDQM2zm09gANLaRJN/edit 

 

②「概要」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「コピーを作成」をクリック 

 

自分の Google Drive に「Copy of ChatbotDBManager」が作成される 

 

 

 

 

 

 

 

④「Copy of ChatbotDBManager」の「Copy of」部分を削除し「ChatbotDBManager」とする 

 

 

 

 

 

 

⑤「プロジェクトの設定」をクリック 

https://script.google.com/home/projects/1Gb5-LG_fRUdW1jFKQJde8F01nzBJLPOBTITeDR7GDQM2zm09gANLaRJN/edit


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「プロジェクトを変更」→GCP のプロジェクト番号を入力し「プロジェクトを設定」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「スクリプトプロパティを追加」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧プロパティに「client_email」「private_key」「project_id」を追加する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１．GoogleCloud の登録⑮で保存した JSON ファイルを開き、値を入力する 

＊private_key は「-----BEGIN PRIVATE KEY-----¥n」から「-----END PRIVATE KEY-----¥n」まで 

すべてを貼り付けること 

 

⑨「デプロイ」→「新しいデプロイ」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩「種類の選択」→「ライブラリ」→「デプロイ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑪「アクセスを承認」をクリック 

 

 

 

 

 

⑫アカウントを選択後、「詳細を隠す」→「ChatbotDBManager のコピーに移動」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬「続く」→「許可する」をクリックすることでデプロイが完了する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリプト ID 



５．Chatbot ベースシート_origin からの設定 

 

①下記の URL にアクセス 

https://drive.google.com/drive/folders/15ClU1sgn8SW6LScb0WEUY7ZOeQGTuygd?usp=sharing 

 

②３つのファイルをすべて自分の Google Drive にコピーする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自分の Google Drive を開き、マイドライブに「Chatbot-template」フォルダを作成する 

 

④Chatbot-template フォルダを右クリックし、「共有」→「リンクを知っている全員」にする 

 

 

 

 

 

⑤先ほどコピーした４つのファイルを検索し、Chatbot-template フォルダ内に移動させる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    この２つのファイルが各生徒に反映される 

                    各学校やテーマに合わせて編集可能 

 

https://drive.google.com/drive/folders/15ClU1sgn8SW6LScb0WEUY7ZOeQGTuygd?usp=sharing


⑥「Chatbot ベースシート_original」をコピーし、名前を「Chatbot ベースシート」とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦マイドライブに戻り、新しく「Chatbot」フォルダを作成する 

 Chatbot-template フォルダと同様に一般的なアクセスを「リンクを知っている全員」にしておく 

 

⑧Chatbot ベースシートを Chatbot-template フォルダから Chatbot フォルダに移動させる 

 

⑨Chatbot ベースシートを開く 

 

⑩説明に従い、値を入力していく 

 

 

 

 

 

 

 

Google フォームを 
一度ファイルを開いてコピー 



⑪「拡張機能」→「App Script」をクリック 

 

 

 

 

 

 

⑫「ChatbotDBManager」を削除する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ライブラリの追加「＋」→スクリプト ID を入力し、「検索」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑭バージョンを「１」とし、「追加」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮「１．登録確認.gs」→「実行」をクリック 

 

 

 

 

 

 

⑯「２．生成.gs」→コメントを確認して→「実行」をクリック 

 

 



⑰「３．実行登録.gs」→「デプロイ」をクリック 

 

⑱「新しいデプロイ」→「デプロイ」から URL が作成させる→「コピー」 

⑲コピーした URL を「let deployURL=" ";」の「" "」内に貼り付ける 

 

 

 

 

 

 



⑳「上書き保存」したら「実行」をクリック 

 

㉑Chatbot ベースシートに戻るとシートが追加されていることを確認 

 

㉒【編集ページの確認】code（例：7366）をコピーして editUrl にアクセスする 

 

㉓シートアクセス用の合い言葉を入力する（例：password） 

＊合い言葉は Chatbot ベースシートで設定した値になる 

 

 

 

 

 

 

 

生徒番号   データベース  フォーム回答  画像フォルダ  フォームの編集       編集ページへのログインパスワード  編集ページ   実装ページ 



㉔個人用合言葉を入力する（例：7366） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉕設定完了 ＊このページまで移行できない場合にはキャッシュをクリアし、ページ更新 

 

生徒への配付 

別のスプレッドシートを作成し、「unit」、「sheet」、「folder」、「code」、「editUrl」を伝える  

＊ユーザーへの質問を変更する場合には「answer」を編集する。その場合、対応した sheet 内のシー 

ト名「レビュー」の内容を変更する必要あり 

 



【アクセスできない場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようが画面が表示され、アクセスできない場合があります。 

そのような場合は、システムを登録したドメインと生徒のドメインが違う場合に起こります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒のドメイン 

システムを登録したドメイン 

生徒のドメイン 

この状態だとアクセスできない 



解決策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムを登録したドメイン 

この情報をコピー 

生徒のドメイン 

ペースト 



「GEMINI_API_KEY」 

Gemini「API の取得方法 

（１）下記の URL にアクセスする 

https://ai.google.dev/gemini-api?hl=ja 

 

（２）「Google「AI「Studio「で API キーを取得する」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「API キーを作成する」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「Search「Google「Cloud「Projects」→「Google「Cloud で作成したプロジェクトを選択する 

 

 

 

 

 

 

（５）「既存のプロジェクトで API キーを作成する」をクリックする 

 

 

 

（６）「コピー」をクリックする 


